
*基準価額は1万口当たりとなっています。 

＊基準価額は、信託報酬控除後の値です。 

＊投資先ファンドの運用管理費用を含めた実質的な信託報酬率は、純資産総額に対して年率1.988％程度（概算、税込）です。 詳細は、【お申込みメモ】の【信託財産で間接的に 

   ご負担いただく費用】の項目をご覧ください。 

＊分配金再投資基準価額とは、基準価額に収益分配金（課税前）を、その分配が行われる日に全額再投資したと仮定して算出したものです。 

＊上記グラフは過去の実績であり、将来の運用成果をお約束するものではありません。  

＊騰落率を算出する基準価額は、信託報酬控除後、分配金再投資基準価額です。 
   上記騰落率は、実際の投資家利回りとは異なります。 

＊分配金再投資基準価額とは、基準価額に収益分配金（課税前）を、その分配が行われる日に全額 

  再投資したと仮定して算出したものです。 
＊騰落率は各月末営業日で計算しています。（各月末が休業日の場合は前営業日の値で計算しています。） 

＊第1期決算日には約款の条項により収益の分配は行いませんでした。 
＊分配金は過去の実績であり、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。 
＊分配金は一定の分配金額をお約束するものではなく、委託会社の判断により分配を行わない場合もあります。 

＊運用資産構成比率は純資産総額に対する評価額の割合で、小数点以下第2位を 
   四捨五入して表示しています。 
＊四捨五入の関係上合計が100%にならない場合もあります。 
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【基準価額・純資産総額の推移】 

【基準価額・純資産総額】 【ファンドの騰落率（分配金再投資）】 

【ファンドの特色】 

【分配金実績(1万口当たり、課税前）】 

【運用資産構成比率】 

■長期的に安定的な収益の確保と投資信託財産の成長をめざして運用を行います。■「SIMブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・カレンシー・ボン
ド・ファンド  クラスL 投資証券」（ブルーベイ・アセット・マネジメント・エルエルピーが運用）および「SIMショートターム・マザー・ファンド」を主な投資対象としま
す。■毎月決算を行い、安定した分配を行うことをめざします。■外貨建て資産につきましては、為替ヘッジを原則として行いません。
※ 資金動向、市場動向によっては上記のような運用ができない場合があります。

当資料は、新生インベストメント・マネジメント株式会社が作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報
の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載内容、数値、図表等については、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお、当資料のいかなる内容も将来の
投資収益を示唆・保証するものではありません。ファンドは、値動きのある資産（また、外貨建て資産の場合、この他に為替変動リスクもあります。）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証
されているものではありません。ファンド運用による損益は、すべて投資信託をご購入される受益者のみなさまに帰属します。取得のお申込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず
内容をご理解の上、ご自身でご判断ください。 投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構または保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また元本や利回りの保証はありません。 販売会社が
登録金融機関の場合は、証券会社と異なり、投資者保護基金の補償の対象ではありません。 投資信託のお申込み時には購入時手数料、ならびに運用期間中は運用管理費用（信託報酬）等がかかります。 

【基準価額の変動要因（前月末比）】 

＊上記の要因分解は概算値、簡便的な計算方法により算出を行っているため、実際の数
値とは異なる可能性があります。あくまで傾向を知るための参考値としてご覧ください。 

＊為替について詳しくは、4ページの【市場環境動向】をご覧ください。 

SIMブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・

カレンシー・ボンド・ファンド クラスL 投資証券 98.2%

SIMショートターム・マザー・ファンド 0.7%

 短期金融商品等 1.0%

2019/6/28 2019/5/31 前月比

基準価額 3,978円 3,850円 128円

純資産総額 99億円 96億円 2.5億円

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

ファンド 3.72% 1.19% 4.58% 3.58% 8.09% 37.98%

決算日 第117期(16/03/23) 第118期(16/04/25) 第119期(16/05/23) 第120期(16/06/23) 第121期(16/07/25) 第122期(16/08/23) 第123期(16/09/23) 第124期(16/10/24) 第125期(16/11/24) 第126期(16/12/26)

分配金 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円

決算日 第127期(17/01/23) 第128期(17/02/23) 第129期(17/03/23) 第130期(17/04/24) 第131期(17/05/23) 第132期(17/06/23) 第133期(17/07/24) 第134期(17/08/23) 第135期(17/09/25) 第136期(17/10/23)

分配金 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円

決算日 第137期(17/11/24) 第138期(17/12/25) 第139期(18/01/23) 第140期(18/02/23) 第141期(18/03/23) 第142期(18/04/23) 第143期(18/05/23) 第144期(18/06/25) 第145期(18/07/23) 第146期(18/08/23)

分配金 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円

決算日 第147期(18/09/25) 第148期(18/10/23) 第149期(18/11/26) 第150期(18/12/25) 第151期(19/01/23) 第152期(19/02/25) 第153期(19/03/25) 第154期(19/04/23) 第155期(19/05/23) 第156期(19/06/24)

分配金 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円 15円

8,525円設定日からの分配金累計
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純資産総額(右軸)
基準価額(左軸)
分配金再投資基準価額(左軸)

3,850円

分配金 -15円
債券（インカム） 17円
債券（キャピタル） 80円
為替（現地通貨・米ドル） 89円
為替（米ドル円） -56円
その他（信託報酬等） 13円

3,978円

前月末基準価額

当月末基準価額

要
因



（ご注意）以下のレポートは当ファンドの主な投資対象であるSIMブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・カレンシー・ボンド・ファンド クラスL 投資証券に

関するものです。 
以下のデータはすべて現地月末最終営業日の数値を使用して算出しています。 
また、インデックスに関する情報はJPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・モニター各月末基準のレポートを参考にしています。 
インデックスはJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・エマージング・マーケット・ブロード・ダイバーシファイド（米ドル建て・為替ヘッジなし）です。 

【格付別構成比率】 

SIM ブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・カレンシー・ボンド・ファンド クラスL 投資証券 
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投資収益を示唆・保証するものではありません。ファンドは、値動きのある資産（また、外貨建て資産の場合、この他に為替変動リスクもあります。）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証
されているものではありません。ファンド運用による損益は、すべて投資信託をご購入される受益者のみなさまに帰属します。取得のお申込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず
内容をご理解の上、ご自身でご判断ください。 投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構または保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また元本や利回りの保証はありません。 販売会社が
登録金融機関の場合は、証券会社と異なり、投資者保護基金の補償の対象ではありません。 投資信託のお申込み時には購入時手数料、ならびに運用期間中は運用管理費用（信託報酬）等がかかります。 
 

【債券種類別構成比率】 

【債券等発行国別構成比率 上位５ヵ国】  【通貨別構成比率 上位５通貨】  

＊債券等発行国別構成比率は債券発行国をもとに算出しています。 
＊債券等には、国債、エマージング諸国が発行している現地通貨建ての国債を特定資産とする 
  トータルリターンスワップ（※1 ）、クレジットリンク債（※2）を含みます。 
  
 

＊通貨別構成比率は債券等のポジションに加え、スワップ取引、オプション取引、為替先物等を含めて算出して
います。 
 

＊格付け別構成比率は、国債、エマージング諸国が発行している現地通貨建ての国債を特定資産と
するトータルリターンスワップ（※1）、クレジット・リンク債（※2）、社債、インフレ連動債の格付け構成を
表しています。 
＊格付けは債券発行体別にスタンダード・アンド・プアーズ社（S&P）自国通貨建て長期債務格付 

けをもとに算出しています。 

＊S&Pで格付取得がない場合、Moody'sの自国通貨建て長期債務格付けを参照し表示はS&Pで 

表しています。 
＊四捨五入の関係上合計が100%にならない場合もあります。 

＊国債の構成比率には、国債、エマージング諸国が発行している現地通貨建ての国債を特定資産とする
トータルリターンスワップ（※1）を含みます。 
＊クレジット・リンク債等の構成比にはクレジット・リンク債（※2）、社債、インフレ連動債等を含みます。 

＊四捨五入の関係上合計が100%にならない場合もあります。 

※1 トータルリターンスワップとは、信用リスクを取ろうとする者と信用リスクを回避したい者がスワップ契約を締結することにより、特定資産の債券の売買取引を行うのと同等の投資効果を受け渡しする取引のことをい
います。 
※2 クレジット・リンク債とは、パフォーマンスがエマージング諸国の国債や通貨等に連動する債券をいいます。 



＊2006/7/3を100として指数化しています。 

＊ポートフォリオは課税前分配金再投資の基準価額 
＊設定日は2006年7月3日です。 

【ポートフォリオ分析】 

【ポートフォリオの比較】（通貨別） 

【パフォーマンス】 

【投資先ファンドのポートフォリオ概要】 

【投資対象となる外国投資信託の基準価額の推移】 

SIM ブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・カレンシー・ボンド・ファンド クラスL 投資証券 

（ご注意）以下のレポートは当ファンドの主な投資対象であるSIMブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・カレンシー・ボンド・ファンド クラスL 投資証券に

関するものです。 
以下のパフォーマンス、ポートフォリオ分析はすべて現地月末最終営業日の数値を使用しています。 
また、インデックスに関する情報はJPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・モニター各月末基準のレポートを参考にしています。 
インデックスはJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・エマージング・マーケット・ブロード・ダイバーシファイド（米ドル建て・為替ヘッジなし）です。 
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ポートフォリオ インデックス

組入銘柄数 62 307
平均格付け A- BBB+

平均直接利回り 5.94% -

平均デュレーション 5.44 5.43

平均最終利回り

（現物債等）
6.79% 5.71%

1ヶ月 設定来

ポートフォリオ 5.11% 71.44%
インデックス 4.72% 92.78%
超過収益率 0.39% -21.34%

ナイジェリア 3.7% オマーン -4.1%
チリ 3.0% ルーマニア -3.0%

ブラジル 2.6% タイ -2.9%
インド 2.5% 南アフリカ -2.1%

メキシコ 2.2% イスラエル -2.0%

対インデックス比較

オーバーウェイト アンダーウェイト

債券等
通貨・その

他取引
合計

アルゼンチン 1.6% -0.7% 0.9% 0.3%
ウルグアイ 0.5% -0.4% 0.1% 0.1%
ペルー 2.1% 0.2% 2.4% 2.4%
メキシコ 8.3% 2.6% 10.9% 8.8%
チリ 0.4% 4.9% 5.3% 2.3%
コロンビア 3.5% 1.2% 4.7% 4.7%
ブラジル 6.5% 5.1% 11.7% 9.0%
ドミニカ共和国 - - - 0.1%

中南米地域 23.0% 12.9% 36.0% 27.8%
ハンガリー 2.6% -1.5% 1.1% 3.0%
ロシア 8.5% 0.0% 8.5% 6.4%
ポーランド 7.7% -0.03% 7.7% 7.6%
トルコ 2.4% 0.1% 2.5% 2.5%
ルーマニア 1.3% -2.6% -1.3% 1.7%
ウクライナ 1.2% - 1.2% -
チェコ - 1.1% 1.1% 3.0%

東欧地域 23.7% -2.9% 20.7% 24.2%
マレーシア 5.6% -1.6% 4.0% 4.0%
中国 5.8% 4.2% 10.0% 10.0%
タイ 4.8% -0.7% 4.1% 7.0%
インドネシア 8.0% 0.6% 8.6% 8.9%
インド 2.7% 9.8% 12.5% 10.0%
フィリピン 0.3% -1.5% -1.3% 0.2%

アジア地域 27.1% 10.7% 37.9% 40.1%
南アフリカ 9.4% -3.5% 5.8% 7.9%
イスラエル - -2.0% -2.0% -
エジプト 1.9% - 1.9% -
ナイジェリア 3.7% - 3.7% -
オマーン - -4.1% -4.1% -

中東・アフリカ地域 14.9% -9.6% 5.3% 7.9%
- 8.8% 8.8% -
- 0.01% 0.01% -
- -0.02% -0.02% -

11.3% -
100.0% 100.0%

ポートフォリオのウェイト

国名

インデックス

の

ウェイト

合計

ユーロ

英国

米国

キャッシュ
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SIMブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・カレンシー・ボンド・ファンド

クラスL 投資証券分配金再投資

エマージング債券（現地通貨建て）インデックス

＊組入銘柄数は債券、エマージング諸国が発行している現地通貨建ての国債を特定資産とするトータ
ルリターンスワップの組入銘柄数です。 
＊平均格付けは、基準日時点のファンドが保有する債券のものであり、ファンドに係る信用格付けでは
ありません。 

＊平均格付けは、債券発行国別にS&P自国通貨建て長期債務格付けをもとに算出した平均格付けで

す。S&Pの表示がないものはMoody'sの格付けを採用し、表示はS&Pで表しています。格付けが取得不

可能な銘柄につきましては、除いて算出しています。 
＊利回り、デュレーションの計算は投資先ファンドの運用会社であるブルーベイ・アセット・マネジメントの
見解に基づいて行っています。 
＊平均直接利回りは、各債券の直接利回りを加重平均しています。 
＊平均最終利回り（現物債等）は、各債券等の最終利回りとキャッシュを加重平均しています。 
＊デュレーションとは、金利変動に対する債券価格の変動性を示します。一般的にデュレーションが長 
いほど金利変動に対する価格の変動が大きくなります。 

＊債券等のウェイトには、国債、クレジットリンク債、エマージング諸国が発行している現地通貨建ての国債を特
定資産とするトータルリターンスワップ等を含みます。 
＊通貨・その他取引のウェイトには、スワップ取引、オプション取引、為替先物取引のウェイトを含みます。 
＊ポートフォリオのウェイトの「債券等」ならびにインデックスのウェイトは四捨五入の関係上必ずしも100%になる
とは限りません。 
＊対インデックスのウェイトは2019年7月1日現在です。 

＊上記の数値は、【ポートフォリオ分析】のポートフォリオのウェイト（合計）からインデックスの
ウェイトを引いて算出しています。 
＊対インデックスのウェイトは2019年7月1日現在です。 



【2019年6月の運用状況と今後の見通し】 

 以下のコメントは、投資先ファンドの運用会社であるブルーベイ・アセット・マネジメント・エルエルピー（以下、「ブルーベイ」といいま
す。）のコメントをもとにして作成したものです。また、下記の見通しは当資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場
合がありますのでご留意ください。 
 

【2019年6月の市場環境動向】 

（ご注意）以下のレポートは当ファンドの主な投資対象であるSIMブルーベイ・エマージング・マーケット・ローカル・カレンシー・ボンド・ファンド クラスL 投資証券

に関するものです。 
以下のパフォーマンス、ポートフォリオ分析はすべて現地月末最終営業日の数値を使用しています。 
また、インデックスに関する情報はJPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・モニター各月末基準のレポートを参考にしています。 
インデックスはJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・エマージング・マーケット・ブロード・ダイバーシファイド（米ドル建て・為替ヘッジなし）です。 
コメント中のインデックスに関する騰落率は米ドルに対する変化となっています。 

◆マーケットコメント 
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  当月のエマージング市場は大きな上昇が見られました。中でも現地通貨建てエマージング債券市場では、米国連

邦準備制度理事会（FRB）がハト派的姿勢を強めるなかで、投資家の利回りへの需要の高まりによって債券部分が

プラス・リターンになるとともに、投資家のリスク選好が再び強まったことで米ドル安/エマージング通貨高が進み、通

貨部分も堅調に推移し、エマージング市場の上昇を牽引しました。 
  20ヵ国・地域首脳会議（以下「G20サミット」といいます）の場でトランプ大統領と中国の習近平国家主席の間で行

われた会合を受け、貿易交渉の妥結に向けた期待が高まり、米中間の対決姿勢が幾分和らいだことも、市場の下

支えとなりました。  
  エマージング市場に関連した話題は、好材料と悪材料が入り混じる展開となりました。中南米では、メキシコ政権

が国境の防衛厳格化に同意したことで、トランプ大統領がメキシコ製品に対する関税発動を撤回し、米国とメキシコ

間の緊張が緩和されました。一方トルコでは、政策の有効性に対する懸念などを理由として、大手格付け機関が大

幅な格下げを発表しました。また政治面では、イスタンブール市長選挙が再度実施され、エルドアン大統領及び同

氏率いる与党・公正発展党（AKP）は、野党候補のイマモール氏に大敗を喫し、トルコにおける民主主義の勝利とし

て投資家に受け止められました。 
  ポートフォリオのパフォーマンスは、インデックスを上回りました。当月は、主に債券部分がプラスに寄与しました。

債券部分では、メキシコやアルゼンチンの投資比率を高めていたことがプラスとなりました。一方、通貨部分は強弱

入り混じるリターンとなり、チリ・ペソといった資源国通貨の投資比率を高めていたことはプラスに寄与したものの、タ

イ・バーツの投資比率を低くしていたことなどはマイナスに寄与しました。 
 
【ご参考】投資先ファンドは米ドル建てですが、エマージング・カレンシー・債券ファンド（毎月分配型）は円建てのファ

ンドであるため、米ドル・円の為替の影響を受けます。円は対米ドルで、2019年5月末に1米ドル＝109.36円だったも

のが2019年6月末は1米ドル＝107.79円となり、1円57銭の円高・米ドル安となりました。  
 

  G20サミットの結果は、米中貿易摩擦の激化という短期的なテールリスクを回避できたという点では、市場にとっ

て明らかにポジティブな材料であったと言えるでしょう。G20サミットが終わった今、市場は各国の中央銀行がほぼ

例外なく発信しているハト派的なメッセージに注目しており、このことが短期的には市場の材料になると考えていま

す。 
  欧州中央銀行（ECB）はハト派寄りの姿勢を続けるとみられ、米国でも次の米国連邦公開市場委員会（FOMC）会

合では利下げが実施されると予想されています。経済成長も弱含みがみられるなか、主要中央銀行による緩和は

ほぼ正当化されたようにも見えますが、問題は金利がどれだけ低下するかであると言えるでしょう。 
  現在の市場環境においては、リスク資産の中でも高い利回りの資産に投資妙味があるとみています。エマージ

ング市場には資金回帰の動きが見られることから、投資妙味のある投資先と見ています。現地通貨建てエマージ

ング債券では相対的に利回りが高い一部の国や、構造改革や政治的追い風を踏まえて改善基調にある国を興味

深い投資先となり得ると考えています。引き続き投資先を選別することが重要でありながらも、エマージング資産

全般に対して前向きな見方をもっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
《主な基準価額の変動要因》 
 

1.価格変動リスク（金利変動リスク） 
当ファンドは、主として投資信託証券を通じて公社債に投資します。公社債の価格は、一般的には金利が低下した
場合は上昇し、金利が上昇した場合は下落します。また発行体が財政難や経営不安となった場合などは大きく下落
したり、倒産等に陥った場合などは無価値となる場合もあります。実質的に組入れた公社債の価格の下落は基準価
額が下がる要因となり、その結果投資元本を割込むことがあります。 
また当ファンドは、先進国の債券に比べ、市場規模や取引量が比較的小さい国･地域の公社債を実質的な投資対
象としますが、そうした公社債の価格は大きく変動することがあります。さらに流動性が低いため、想定する債券価
格と乖離した価格で取引しなければならない場合などがあり、そうしたことが基準価額の下落要因となり、その結果
投資元本を割込むことがあります。 
 

2.為替変動リスク 
当ファンドは、実質的に外貨建て資産に投資しますので、投資した資産自体の価格変動のほか、当該資産の通貨
の円に対する為替レートの変動の影響を受け、基準価額が大きく変動し、投資元本を割込むことがあります。為替
レートは、各国の経済･金利動向、金融･資本政策、為替市場の動向など様々な要因で変動します。 
また当ファンドは、先進国の金融商品市場に比べ、市場規模や取引量が比較的小さい国･地域を実質的な投資対
象としますが、そうした国･地域の為替相場は大きく変動することがあります。さらに、流動性が低いため、想定する
為替レートと乖離したレートで取引を行わなければならない場合などがあり、それらのことが基準価額の下落要因と
なり、その結果投資元本を割込むことがあります。 
 

3.カントリー・リスク 
当ファンドは、実質的に海外の資産に投資します。このため、投資対象国･地域の政治･経済、投資規制･通貨規制
等の変化により、基準価額が大きく変動することがあり、投資元本を割込むことがあります。 
特に新興国は、先進国と比較して、一般的には経済基盤が脆弱であるため、経済状況等の悪化の影響が大きくな
り、そのため金融商品市場や外国為替市場に大きな変動をもたらすことがあります。また政治不安などが金融商品
市場や外国為替市場に大きな変動をもたらすことがあります。先進国と比較し、経済状況が大きく変動する可能性
が高く、外部評価の悪化や経済危機等が起こりやすいリスクもあります。さらに大きな政策転換、規制の強化、政治
体制の大きな変化、テロ事件などの非常事態により、金融商品市場や外国為替市場が著しい悪影響を被る可能性
があります。自然災害の影響も大きく、より大きなカントリー･リスクを伴います。 
 

4.信用リスク 
当ファンドは、実質的に組入れた有価証券等の発行者の経営･財務状況の変化およびそれらに対する外部評価の
変化等により基準価額が影響を受け、投資元本を割込むことがあります。 
特に新興国は先進国に比べ、発行者の経営･財務状況の急激な悪化や経営不安･破綻が起こりやすいリスクがあり
ます。 
また、当ファンドの資産をコール・ローン、譲渡性預金等の短期金融商品で実質的に運用する場合、債務不履行等
により損失が発生することがあり、基準価額が影響を受け、投資元本を割込むことがあります。  
 
 
5.その他の留意点 
●ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありませ 
ん。 
●金融商品取引所等の取引停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情がある場合等は、受付を中止す 
ることやあるいは既に受付けた注文を取消すことがありますのでご注意ください。 
●投資信託に関する法令、税制、会計制度などの変更によって、投資信託の受益者が不利益を被るリスクがありま 
す。 

【投資リスク】投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。 
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 当ファンドは、組入れた有価証券等の値動きにより、基準価額が大きく変動することがありますが、これら
の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、外貨建て資産に投資した場合、為替変動リ
スクも加わります。したがって、ファンドにおける投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、
基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割込むことがあります。また、投資信託は預貯金とは異な
ります。 
 
当ファンドの主なリスクは以下のとおりです。ファンドのリスクは下記に限定されるものではありません。 
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ファンド名 
商品分類 
当初設定日 
信託期間 
決算日 
購入・換金 
申込不可日 
 
 
申込締切時間 
購入・換金単位 
収益分配 
 

 

購入価額 
換金価額 
 
換金代金 
課税関係 
 
 

エマージング・カレンシー・債券ファンド（毎月分配型） 
追加型投信/海外/債券 
2006年6月30日（金） 
無期限とします。 
原則として、毎月23日（休業日の場合は翌営業日）とします。 
販売会社の営業日であっても、下記のいずれかに該当する場合は、購入および換金のお申込はできません。 
●ルクセンブルグの銀行休業日 
●ロンドンの銀行休業日 
●ニューヨークの銀行休業日 
午後3時までに、販売会社が受付けた分を当日のお申込み分とします。 
販売会社が定める単位とします。 
年12回の決算時に、原則として収益の分配を行います。 
※分配金を受け取る「一般コース」と自動的に再投資される「自動けいぞく投資コース」があります。なお、 
どちらか一方のコースのみのお取扱いとなる場合があります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。 
購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。 
換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額（当該基準価額に、0.5％の率を乗じて得た 
額）を控除した価額とします。 
原則として換金申込受付日から起算して、7営業日目からお申込みの販売会社でお支払いします。 
課税上は株式投資信託として取り扱われます。 
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。 
益金不算入制度、配当控除の適用はありません。 

【お申込みメモ】投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。 
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内容をご理解の上、ご自身でご判断ください。 投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構または保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また元本や利回りの保証はありません。 販売会社が
登録金融機関の場合は、証券会社と異なり、投資者保護基金の補償の対象ではありません。 投資信託のお申込み時には購入時手数料、ならびに運用期間中は運用管理費用（信託報酬）等がかかります。 
 

お客さまには以下の費用をご負担いただきます。

【直接的にご負担いただく費用】（消費税率が8%の場合）
購入時手数料

信託財産留保額

【間接的にご負担いただく費用】（消費税率が8%の場合）

0.3996%
(0.37%)
0.756%
(0.70%)
0.0324%
(0.03%)

※ 「その他の費用・手数料」につきましては、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することができません。

※ 当該手数料および費用等の合計額については、ファンドの保有期間等に応じて異なりますので表示することができません。

運営および一般管理費 法律顧問報酬、監査報酬、法定書類の作成費、ルクセンブルグ税等

信託事務の処理に
要する諸費用等

法定書類等の作成費用、法律・税務顧問への報酬等です。
当該費用が日々計上され毎計算期間末または信託終了の時にファン
ドから支払われます。ただし、ファンドの純資産総額に対して年率
0.10%（税込）を上限とします。

投資先ファンド 組入有価証券等の売買の
際に発生する取引手数料

組入有価証券等の売買の際、発注先証券会社等に支払う手数料等で
す。

保管報酬、事務代行報酬、登録
および名義書換代行報酬等

保管および事務代行ならびに資産管理等に対する対価です。
投資先ファンドの純資産総額に対して年率0.30％を上限とします。

その他の費用
・手数料

当ファンド
財務諸表監査に
関する費用

監査に係る手数料等（年額62万円および消費税）です。

当該費用が日々計上され毎計算期間末または信託終了の時にファン
ドから監査法人に支払われます。

(委託会社) 委託した資金の運用の対価です。

(販売会社) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の対
価です。

(受託会社) 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価です。

投資対象とする投資
信託証券・年率

0.80% 投資運用等の対価です。

実質的な負担・年率    1.988%程度（税込）

購入価額に3.78%（税抜3.5％）を上限として、販売会社が独自に

定める率を乗じて得た額とします。

当ファンドおよび投資環境の説明・情報提供、購入に関す
る事務手続き等の対価です。

換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.5％の率を乗じて得た額を、ご換金時にご負担いただきます。

運用管理費用
（信託報酬）

(括弧内数字は税抜)

当ファンドの運用
管理費用・年率

（信託報酬）

1.188% 信託報酬＝運用期間中の基準価額×信託報酬率

（1.10％）
ファンドの純資産総額に対し、左記の率を乗じて得た額が日々計上され、毎計算期末ま
たは信託終了のときにファンドから支払われます。



○

ワイエム証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第8号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○

三田証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第175号 ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 〇 〇

北洋証券株式会社 金融商品取引業者 北海道財務局長（金商）第1号 〇

ほくほくTT証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長(金商)第24号 〇

フィデリティ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第152号 ○

○

浜銀ＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1977号 ○

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号 ○ ○ ○

日産証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第131号 ○ ○

西日本シティTT証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 ○

内藤証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第24号 ○ ○

株式会社富山銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第1号 ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○

株式会社筑波銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第44号 ○

中銀証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第6号 ○

髙木証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第20号 〇

株式会社新生銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社証券ジャパン 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第170号 ○

十六TT証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第188号 ○

株式会社西京銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第7号 ○

株式会社きらぼし銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第53号 ○ ○

香川証券株式会社 金融商品取引業者 四国財務局長（金商）第3号 ○

○

おきぎん証券株式会社 金融商品取引業者 沖縄総合事務局長（金商）第1号 ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○

SMBC日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

エース証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第6号 ○

岩井コスモ証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第15号 ○ ○

今村証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第3号 ○

（2019年7月19日現在）

金融商品取引業者名（五十音順） 登録番号
日本証券業

協会

一般社団法
人日本投資

顧問業
協会

一般社団法
人金融先物

取引業
協会

一般社団法
人第二種金
融商品取引

業協会

池田泉州TT証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第370号 ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○

【委託会社、その他関係法人】 

月次レポート 8/8 
2019年6月28日現在 

委託会社 
 
 
 
 
 
受託会社 
販売会社 

新生インベストメント・マネジメント株式会社（設定・運用等） 
03-6880-6448（受付時間：営業日の9時～17時） 
ホームページアドレス：http://www.shinsei-investment.com/ 
登録番号    金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第340号 
加入協会    一般社団法人投資信託協会 
                 一般社団法人日本投資顧問業協会  
株式会社りそな銀行（信託財産の管理等） 
下記参照（募集・換金の取扱い・目論見書の交付等） 

当資料は、新生インベストメント・マネジメント株式会社が作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報
の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載内容、数値、図表等については、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお、当資料のいかなる内容も将来の
投資収益を示唆・保証するものではありません。ファンドは、値動きのある資産（また、外貨建て資産の場合、この他に為替変動リスクもあります。）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証
されているものではありません。ファンド運用による損益は、すべて投資信託をご購入される受益者のみなさまに帰属します。取得のお申込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず
内容をご理解の上、ご自身でご判断ください。 投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構または保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また元本や利回りの保証はありません。 販売会社が
登録金融機関の場合は、証券会社と異なり、投資者保護基金の補償の対象ではありません。 投資信託のお申込み時には購入時手数料、ならびに運用期間中は運用管理費用（信託報酬）等がかかります。 
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